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互いを認め合う「共生社会」の実現に向けて 

校長 小林 寿典 

 

校長室の窓を開けると、心地よく入ってくる風が、春の薫りを運んできます。その中で特に存在感のあ

る、私の好きな香りは沈丁花です。沈丁花は、姿が見えなくてもその「香り」だけで「あ、春が来たな」と周

囲に気づかせてくれます。言葉も重要ですが、それだけでなく「行動や取組みの質、存在」によって、周囲

に良い影響を与えられるようになりたいものです。 

今年度も、いよいよ最後の月を迎えました。保護者・地域の皆様におかれましては、日頃より教育活動

へのご理解、ご協力をいただきまして感謝申し上げます。今後も、変わらぬお力添えをいただきますよう

お願い申し上げます。 

☆     ☆    ☆    ☆    ☆    ☆    ☆    ☆    ☆    ☆    ☆    ☆ 

東京都では副籍制度というものがあります。「都立特別支援学校の小・中学部に在籍する児童・生徒

が、居住する地域の区市町村立小・中学校（地域指定校）に副次的な籍（副籍）をもち、直接的な交流や

間接的な交流を通じて、居住する地域とのつながりの維持・継続を図る制度」のことです。地域での生活

や将来の社会参加を促進し、共生社会の実現を目指す制度とも言えます。 

いろいろな小中学校や特別支援学校の声を聴くと、交流をする上での課題は、「対等な関係性が築き

にくい。」「いまだに固定観念がある。」「異なる学校間で、適切な交流日時や活動内容を決定するのが難

しい。」「教員同士の連携・引き継ぎ等の課題。」「安全に活動を行うための配慮の問題。」「移動手段や時

間の確保が困難。」などが考えられます。しかし、これらの課題は、解決するための努力をしていないこと

が大きな課題です。子供たち自身が「一緒に何かを楽しむ」という主体的な活動の設定が重要であり、特

別支援教育に対する知識や理解をより進めなければいけないと感じております。 

 

現在、石神井西中学校では、特別支援学校の生徒が３名副次的な籍を有

しており、主に間接的な交流を行っています。しかし、学年だより等の交換で

の間接交流にとどまっておりました。今年度は展示会の時に特別支援学校の

生徒から作品を送っていただきました 

 

次年度以降は、①無理なく「続けることができる」交流②お互いの「顔が見

える」交流③子供一人一人の「心が育つ」交流を目標にしていこうと考えております。また、副籍交流だけ

でなく、学校での教育活動は子供一人一人の「心」を育てる場であり、それは単に障害のある人への理解

に留まらず、「社会には様々な立場や考えの違う人がいて当たり前である」という人間同士の相互理解

（人権教育）や、思いやりの気持ちを大切にする人格の形成にもつながるものと考えます。学校間で子供

たちのためになるような協議を少しずつ進め「形式的で単なるイベント的な関わりで終わらず、障害の有

無に関わらず互いを認め合う共生社会の実現」に向けた実践を行っていきたいと考えます。 

 

練馬区立 

石神井西中学校学校だより 

令和 8年 3月 11日（水）3月号 

校 長  小 林 寿 典  



 

卒業に向けた心構えと願い 

３学年主任 齊藤 祐介 

 「凡事徹底」という学年目標を１年生で掲げて、中学校生活がスタートしました。多感な中学 

3 年、１５歳の春に、教員として３年間最後まで関われたことをありがたく思います。卒業式は、 

年間行事の中でも最も大切な儀式的行事です。小学校はもちろん中学校で、それぞれがどんな時 

間を過ごしてきたのか、その充実ぶりがその「目」や「呼名の返事」、「立ち居振る舞い」に表れます。 

あなたと関わったすべての人へ感謝を込め、まっすぐな瞳で「はい！」と返事をし、堂々と胸を張 

り花道を歩く姿を期待しています。学年目標だった３つの言葉「凡事徹底」「率先垂範」「雲外蒼天」 

が、これから新たな道を進んでいく彼らのことを照らす光となることを願っています。そして「自由」 

と「自治」の精神をこの先も大切にしていってください。最後になりますが保護者の皆様、３年とい 

う長い間、石神井西中学校の教育活動にご協力をいただき、本当にありがとうございました。 

今年度の進路を振り返って 

生涯学習部主任 遠藤 祐哉 

３月になり、３年生はいよいよ卒業の時期を迎えました。今年の３年生も例年と同じように、自分の

進路に真剣に向き合う姿を見せてくれました。望むような結果が得られたかどうかは人それぞれです

が、まずは努力した自分のことを褒めてほしいと思います。 

進路選択は、自分の将来を見つめ、情報を集め、周りの人と相談しながら、最終的には自分で一つの

道を選択するということです。そして進路実現のために、たくさんの努力を重ねる必要があります。今

年の３年生は、その大切な過程を一歩一歩丁寧に歩んでくれていたと感じています。 

では、進路選択の幅を広げるために大切なことはなんでしょうか。毎日の授業に真剣に向き合うこと、

提出物に丁寧に向き合うこと、苦手なことから逃げずに取り組む経験、そういった日々の何気ない小さ

な努力の連続が、進路の選択肢を広げていきます。１、２年生の皆さんも、進路は特別な時期にあるも

のではなく、今の自分とつながっているものだということを、ぜひ心に留めておいてほしいです。 

保護者の皆様におかれましては、本校の進路指導にご理解、ご協力を賜り、心より御礼申し上げます。

お子様の不安に寄り添い、時に励まし、時に静かに見守ってくださったご家庭の支えが、生徒たちの大

きな力となったことと思います。 

３年生のこれから歩む道が、それぞれの生徒たちにとって実り多いものであることを願うとともに、

本校としてもこれからの進路指導の充実により一層努めてまいります。 

【3月・4月の予定】 

3月 13日（金）卒業式予行練習        4月 7日（火）始業式 

    19日（木）卒業式                 8日（水）入学式 

    23日（月）1，2年生保護者会 

    24日（火）離任式 

    25日（水）修了式 

春季休業は 3月 26日（木）～4月 6日（月）までです。 

休業中のご連絡は、平日8時 15分から 16時４５分でお願いいたします。 

 

 


